
 

平成 25 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 
教科目名 数理計画学Ⅱ  担当教員 鈴木正人 
学年学科 ４年 環境都市工学科 前期 必修 １単位（学修）  
学習・教育目標 （Ｄ－１ 数学系）１００％  JABEE 基準１（１）：（ｄ） 
授業の目標と期待される効果：授業の目標と期待される効果：授業の目標と期待される効果：授業の目標と期待される効果： 
３学年時の計画学・同演習Ⅰに続き，自然現

象，社会現象をシステムとして捉え分析する

統計的モデルについて学ぶと共に、具体的な

数値データを対象とした練習問題を行なうこ

とで，工学的な問題に対して，適用できる力

を身につける。さらに，クラスルームでパー

ソナルコンピュータが利用可能であるので，

表計算ソフト Microsoft Excel を用いた統計的

手法についても修得する。具体的には以下の

項目を目標とする。 
①統計的推定手法の理解と適用 
②統計的検定手法の理解と適用 
③分散分析手法の理解と適用 
④単回帰分析手法の理解と適用 
⑤時系列分析の基本の理解 
⑥Microsoft Excel を利用した統計処理がで

きる 

成績評価の方法：成績評価の方法：成績評価の方法：成績評価の方法： 
総得点 220 点＝中間試験 100 点＋期末試験 100 点＋レポート 20 点 
とし，総得点率（％）によって成績評価を行なう 
達成度評価の基準：達成度評価の基準：達成度評価の基準：達成度評価の基準：教科書の練習問題と同レベルの問題を試験で出

題し，6 割以上の正答レベルまで達していること。なお成績評価への

重みは，①～⑤を各 20％とし，⑥については成績評価には考慮せず，

授業時間中の演習で身についていることを確認する。 
① 統計計的推定に関する問題をほぼ正確(6 割以上)に解くこと

ができる 
② 統計的検定手法に関する問題をほぼ正確(6 割以上)に解くこ

とができる 
③ 分散分析を具体的な数値データを対象としてほぼ正確(6 割以

上)に行なうことができる 
④ 単回帰分析手法を具体的な数値データを対象としてほぼ正確

(6 割以上)に適用することができる 
⑤ 時系列分析の基本的な手法について具体的な数値データを対

象としてほぼ正確(6 割以上)に適用することができる 
⑥ Microsoft Excel を利用した統計処理ができる 

 

授業の進め方とアドバイス：授業では適宜 Microsoft Excel を利用する。ソフトウェアを利用することで容易に解が得

られるが，ただ単に解が得られれば良いのではなく，用いる手法の本質を理解するように努めてもらいたい。また，

本授業で学んだ手法を，実験実習のデータ処理や，５年次の卒業研究で利用してくれることを期待している。 
教科書および参考書：３年次の数理計画学Ⅰに引き続くものとして計画数理（石井一郎他，森北出版，2000.10）を

教科書として用いる．  

授業の概要と予定：前期  教室外学修 

第 １回：Microsoft Excelを用いた基本的な統計処理の方法 Excelを用いた統計処理の練習 

第 ２回：統計的推定手法（区間推定法その１） 
区間推定に関する練習問題を行う 

第 ３回：統計的推定手法（区間推定法その２） 

第 ４回：統計的仮説検定のあらまし（平均値の検定，平均値の差

の検定，等分散性の検定） 

統計的仮説検定に関する演習問題を解く 
第 ５回：平均値の検定と過誤 

第 ６回：分布の適合度の検定 

第 ７回：統計的品質管理と管理図 

各自でデータを見つけ，統計解析を実施 第 ８回：中間試験 

第 ９回：相関分析 

第１０回：単回帰分析法の意味 
回帰分析に関する演習問題を解く 

第１１回：Microsoft Excel を用いた単回帰分析法と図化 

第１２回：分散分析法の意味 
分散分析に関する演習問題を解く 

第１３回：Microsoft Excel を用いた分散分析法 

第１４回：基本的な時系列解析手法の理論 
時系列解析の練習問題を行う 

第１５回：Microsoft Excel を用いた基本的な時系列解析 

期末試験 － 

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など） － 

 


